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上田青年会議所の意義とは何なのか。認承５５周年を過ぎ、青年会議所しかない時代か

ら青年会議所もある時代へと時代は進んでおります。青年会議所の根源である、明るい豊

かなまちづくりは誰の為であるのだろうか。今一度、地域の皆様が今後必要とするであろ

う物、事を、先駆的に取り入れ、検証し、実行する事が、地域を引っ張るリーダー像であ

ると思います。そもそも我々が事業を展開し、地域の皆様に必要な物、事を提供できてい

るのだろうか。提供すべきなのであろうか。今後、永遠に続く青年会議所運動において、

自画自賛ではなく、他画他賛が多く発生し、地域の良さを最大限その時代に合わせ、引き

出し活かし、形としていく事が必要であり、それに準じたビジョンを見据えていく事が必

要であると思います。ひいては、ここに集う尊いメンバーの想い、労力全てが活きる事が

最大のモチベーションとなり、各家庭、企業でのパフォーマンスとなるはずです。 

しかし、青年会議所の特性として中長期的に出された未来ビジョンに準じ、その枠をし

っかり捉え、最大限幅を持たせた成果が出せるように努める１年にしたいと思います。 

何より、先輩皆様の想いを知り継承する必要性を、我々から次世代へも継承し、明るい

豊かな社会へ向け挑戦して参ります。 


